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未照合
リスト

未照合
リスト

 照合の大きな流れは、「システムによるデータ変換→照合→残りを人手で照合」となる。

 システムで照合するためには、それぞれの仕様を持つ取引先データを取り込む必要があり、取引先データ仕様毎にプログラムを作成
しているのが現状である。

 取引先データ仕様に変更が発生すると、取込用のプログラム修正が必要となる。また、照合項目にも変更が及ぶと照合プログラムの
修正も必要となる。迅速な修正が出来ない場合、未照合が増大し、人手での照合作業が増大することとなる。
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多種多様なデータ毎にプ
ログラム変換
→メンテナンスが困難

照合条件変更等、全てプログラム修正
が必要で、迅速な修正が出来ない
→人手での照合作業が増大する
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現場作業から離
れられない！
未入金回収業務
も煩雑化！

2 売掛照合 業務フロー詳細（今までのパターン）2 2 売掛照合売掛照合 業務業務フロー詳細フロー詳細（今までのパターン）（今までのパターン）
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2 売掛照合 業務フロー詳細（パッケージ範囲）2 2 売掛照合売掛照合 業務業務フロー詳細フロー詳細（パッケージ範囲）（パッケージ範囲）
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E X S a S3.1 基本機能（照合定義マスタ）3.13.1 基本機能（照合定義マスタ）基本機能（照合定義マスタ）

・照合に利用するキー項目を法人単位に決定します。
・伝票番号には桁揃え機能があります。
・照合パターンは１法人につき３パターンまで登録ができます。

・照合に利用するキー項目を法人単位に決定します。
・伝票番号には桁揃え機能があります。
・照合パターンは１法人につき３パターンまで登録ができます。
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E X S a S3.2 基本機能（照合定義マスタ-照合候補パターン）3.3.2 2 基本機能（照合定義マスタ基本機能（照合定義マスタ--照合候補パターン）照合候補パターン）

・自動照合対象とはならないが、照合される可能性のある組み合わせを照合候補と呼びます
・上図の各設定にて照合候補とするパターンを決定します

・自動照合対象とはならないが、照合される可能性のある組み合わせを照合候補と呼びます
・上図の各設定にて照合候補とするパターンを決定します
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E X S a S3.3 売上情報の明細3.3 3.3 売上情報の明細売上情報の明細

・照合に利用する自社情報（売掛情報）の一覧表です。
・発行時に「未照合」「照合済」のどちらを印刷するかを指定できます。
・この情報はＣＳＶデータとしても提供可能です。

一部個別対応部分が含まれております。⇒「締後の制御」「元帳頁の印刷」

・照合に利用する自社情報（売掛情報）の一覧表です。
・発行時に「未照合」「照合済」のどちらを印刷するかを指定できます。
・この情報はＣＳＶデータとしても提供可能です。

一部個別対応部分が含まれております。⇒「締後の制御」「元帳頁の印刷」
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E X S a S3.4 入金情報の明細3.4 3.4 入金情報の明細入金情報の明細

・照合に利用する取引先情報（入金情報）の一覧表です。
・発行時に「未照合」「照合済」のどちらを印刷するかを指定できます。
・この情報はＣＳＶデータとしても提供可能です。

・照合に利用する取引先情報（入金情報）の一覧表です。
・発行時に「未照合」「照合済」のどちらを印刷するかを指定できます。
・この情報はＣＳＶデータとしても提供可能です。
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E X S a S3.5 違算照合情報の明細3.5 3.5 違算照合情報の明細違算照合情報の明細

・照合に利用する自社情報（売上情報）と取引先情報（入金情報）を一度照合し、
照合キー項目（主に伝票番号）が一致するものの金額に相違（違算）が発生している明細をリストアップします。

一部個別対応項目が含まれております。⇒元帳頁の印刷

・照合に利用する自社情報（売上情報）と取引先情報（入金情報）を一度照合し、
照合キー項目（主に伝票番号）が一致するものの金額に相違（違算）が発生している明細をリストアップします。

一部個別対応項目が含まれております。⇒元帳頁の印刷
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E X S a S3.6 手動照合（多対多照合）3.6 3.6 手動照合（多対多照合）手動照合（多対多照合）

・照合を手動で行う画面です。
・多対多の関係の照合が可能です。
・この画面では消込対象伝票の金額が売上側と入金側で一致している必要があります。

・照合を手動で行う画面です。
・多対多の関係の照合が可能です。
・この画面では消込対象伝票の金額が売上側と入金側で一致している必要があります。



Copyright © 2011 EXSaS Corporation. All rights Reserved.12

E X S a S3.7 手動照合（違算照合）3.7 3.7 手動照合（違算照合）手動照合（違算照合）

・照合を手動で行う画面です。
・１対１の関係でかつ違算が発生している伝票の照合が可能です。
・この画面で発生した違算金額はデータ管理されますが、違算金額だけのＣＳＶ出力機能はありません。

・照合を手動で行う画面です。
・１対１の関係でかつ違算が発生している伝票の照合が可能です。
・この画面で発生した違算金額はデータ管理されますが、違算金額だけのＣＳＶ出力機能はありません。
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E X S a S3.8 社内資料１（個別対応例）3.8 3.8 社内資料１（個別対応例）社内資料１（個別対応例）

個別対応例
・売上明細表や入金明細表を照合前,照合後共通で利用しますが、お客様のご要望により

社内回覧用に個別レイアウトをご要望される場合は、このような専用帳票を作成する事となります。
・このお客様では元帳のように罫線の印字および「締後金額」の算出を求められています。

また経理部から発信する帳票であるため、通信欄が帳票下部に設けられています。

個別対応例
・売上明細表や入金明細表を照合前,照合後共通で利用しますが、お客様のご要望により

社内回覧用に個別レイアウトをご要望される場合は、このような専用帳票を作成する事となります。
・このお客様では元帳のように罫線の印字および「締後金額」の算出を求められています。

また経理部から発信する帳票であるため、通信欄が帳票下部に設けられています。
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E X S a S3.9 社内資料２（個別対応例）3.9 3.9 社内資料２（個別対応例）社内資料２（個別対応例）

個別対応例
・これも前頁のお客様で作成した個別対応帳票です。
・これは違算照合を行った確定資料として利用されています。

個別対応例
・これも前頁のお客様で作成した個別対応帳票です。
・これは違算照合を行った確定資料として利用されています。
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E X S a S3.10 社内資料３（個別対応例）3.10 3.10 社内資料３（個別対応例）社内資料３（個別対応例）

個別対応例
・これは別のお客様での個別対応例です。
・「ブランドコード」「担当者」の印字と共に、売掛側・入金側の未照合情報を１帳票で見れるようにとのご要望でした。

個別対応例
・これは別のお客様での個別対応例です。
・「ブランドコード」「担当者」の印字と共に、売掛側・入金側の未照合情報を１帳票で見れるようにとのご要望でした。
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E X S a S3.11 社内資料４（個別対応例）3.11 3.11 社内資料４（個別対応例）社内資料４（個別対応例）

個別対応例
・これは前頁のお客様での個別対応例です（売掛残高との整合性管理）
・左辺の売掛金残高と、右辺の未照合明細の積算合計を算出し、その差異（違算金額）を表示しています。（本来は０円）
上図で発生している違算金額は入金が遅れている場合などに発生します。（15日締、翌20日払いの取引先など）

・また下部にて未照合がいつ発生したものかを管理する債権年齢表が印字されています。

個別対応例
・これは前頁のお客様での個別対応例です（売掛残高との整合性管理）
・左辺の売掛金残高と、右辺の未照合明細の積算合計を算出し、その差異（違算金額）を表示しています。（本来は０円）

上図で発生している違算金額は入金が遅れている場合などに発生します。（15日締、翌20日払いの取引先など）
・また下部にて未照合がいつ発生したものかを管理する債権年齢表が印字されています。
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E X S a S3.12 社内資料５（個別対応例）3.12 3.12 社内資料５（個別対応例）社内資料５（個別対応例）

個別対応例
・ これは別のお客様での個別対応例です（売掛残高との整合性管理）
・Ｅ欄(差額)の左辺の売掛金残高と、右辺の未照合明細の積算合計を算出し、その差異（違算金額）を表示しています。（本来は０円）
このお客様では入金遅れをＢ欄(修正入金額)に入力する事により差額を０にするよう依頼されました。

・帳票下部は左辺･右辺共に画面上で入力可能となっています。

個別対応例
・ これは別のお客様での個別対応例です（売掛残高との整合性管理）
・Ｅ欄(差額)の左辺の売掛金残高と、右辺の未照合明細の積算合計を算出し、その差異（違算金額）を表示しています。（本来は０円）

このお客様では入金遅れをＢ欄(修正入金額)に入力する事により差額を０にするよう依頼されました。
・帳票下部は左辺･右辺共に画面上で入力可能となっています。
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E X S a S4.1 データマッピング（オプション）－変換定義4.14.1 データマッピング（オプション）－変換定義データマッピング（オプション）－変換定義

データマッピングに必要な設定
・この画面はオプションのデータマッピング（コード変換）を行う際のキー項目を定義する画面です。
・取引先からの支払データのどの項目を使ってマスタ参照すれば（後述する変換マスタを利用します）、

自社情報（変換定義項目№）の情報が得られるかを定義する画面です。
・マスタ参照にチェックが付いていない場合、自社情報（上図の例だと店舗情報など）は取引先情報の値が採用されます。

データマッピングに必要な設定
・この画面はオプションのデータマッピング（コード変換）を行う際のキー項目を定義する画面です。
・取引先からの支払データのどの項目を使ってマスタ参照すれば（後述する変換マスタを利用します）、

自社情報（変換定義項目№）の情報が得られるかを定義する画面です。
・マスタ参照にチェックが付いていない場合、自社情報（上図の例だと店舗情報など）は取引先情報の値が採用されます。
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E X S a S4.2 データマッピング（オプション）－変換マスタ4.2 4.2 データマッピング（オプション）－変換マスタデータマッピング（オプション）－変換マスタ

データマッピングに必要な設定
・前ページで定義した「変換定義」で利用したキー項目と自社情報を紐付けるためのマスタです。
・次ページにて詳細をご説明いたします

データマッピングに必要な設定
・前ページで定義した「変換定義」で利用したキー項目と自社情報を紐付けるためのマスタです。
・次ページにて詳細をご説明いたします
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E X S a S4.3 データマッピング（オプション）－設定内容4.3 4.3 データマッピング（オプション）－設定内容データマッピング（オプション）－設定内容

№11 売掛区分(伝票区分)はデフォルト参照と
なっています。これは入金データの取引区分で参
照する事を意味しています。

取引先の取引区分が

１０の時、自社伝票区分は ０

１５の時、自社伝票区分は ２

という定義が行われています。

高島屋の

明細区分=10、その他区分＝０、部類＝0041 は、

自社では９として扱うと定義されています

明細区分は取引先の「明細区分」「その他区分」
「部類」の３つのキーにより決定されるものと定
義されています。
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E X S a S5. 対応実績－取引先一覧55. . 対応実績－取引先一覧対応実績－取引先一覧

大和

丸広百貨店

松屋

井筒屋

遠鉄百貨店

ＪＲ東海高島屋

岩田屋

京王百貨店

天満屋

東武百貨店

小田急百貨店

松坂屋

阪急百貨店

丸井

近鉄百貨店

東急百貨店

西武百貨店

大丸

そごう

三越

伊勢丹

高島屋

百貨店

■ 対応実績■ 対応実績

他

福屋

トキハ

山形屋

ＪＲ西日本伊勢丹

さいか屋

福田屋百貨店

博多大丸

百貨店

松屋

井筒屋

遠鉄百貨店

ＪＲ東海高島屋

岩田屋

京王百貨店

天満屋

東武百貨店

小田急百貨店

松坂屋

阪急百貨店

丸井

近鉄百貨店

東急百貨店

西武百貨店

大丸

そごう

三越

伊勢丹

高島屋

百貨店

他

福屋

トキハ

山形屋

ＪＲ西日本伊勢丹

さいか屋

福田屋百貨店

博多大丸

百貨店

イオン北海道

サンリブ

マルナカ

カスミ

サミット・コルモ

いなげや

イオン九州

オークワ

ベイシア

東急ストア

フジ

ヨークベニマル

マルエツ

イズミヤ

平和堂

ライフコーポレーション

イズミ

西友

ダイエー

ユニー

イトーヨーカ堂

イオン

ＧＭＳ

他

相鉄ローゼン

天満屋ストア

ラルズ

大丸ピーコック

山陽マルナカ

サンエー

ユーストア

ＧＭＳ

マックハウス

ライトオン

ゴトー

ロベルト

日本絹業協会

モリワン

あかのれん

江綿

エトワール海渡

コナカ

ＡＯＫＩ

専門店

トヨタ生活共同組合

コープみやざき

生活協同組合 水光社

生活協同組合 共立社

いわて生活共同組合

みやぎ生協

コープさっぽろ

コープこうべ

生協
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・担当者決定処理

・消化取引対応

・未照合ﾃﾞｰﾀの再請求連動

・特殊消込機能有り

・Excel出力および

Excel上での消込

その他

×

●

●

×

×

×

×

○

○

○

１０社

請求照合

ｶﾒﾗﾒｰｶｰ販社

精密機器

×

●

●

●

▲
(一部個別対応）

●

×

○

×

○

３０社

売掛照合

ｶｼﾞｭｱﾙ衣料ﾒｰｶｰ

アパレル

３５０社３社照合対象取引先数

●×過去データ移行後の残高整合性確認

●●過去データの移行

○×照合候補処理

●×レイアウトマッピング

●▲
(簡易変換対応）

データマッピング

×（利用禁止とした）×違算照合処理

●▲
(一部個別対応）

社内専用帳票の作成

●×売掛残高との整合性管理

●×会計情報(経費類）の管理

○○照合データの履歴管理

売掛照合請求照合照合の形態

重衣料メーカーｶｼﾞｭｱﾙ衣料ﾒｰｶｰ業態

アパレルアパレル業種

４ケ月／２ケ月 ８ケ月／４ケ月４ケ月／８ケ月１ケ月／１ケ月開発期間／定着期間
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7．お見積時の積算基準77．．お見積時の積算基準お見積時の積算基準

１．レイアウトマッピングが必要か
各取引先単位にレイアウトの違う支払情報を統一支払レイアウトに変換する作業が必要かどうかを判断します。
必要である場合、レイアウト変換機能を持ったパッケージ（ACMS や E-tran等）を利用します。

２．データマッピング（コード変換）が必要か
統一支払レイアウト中に含まれるデータが取引先のコード体系のままである場合、照合を行うためにコード変換が必要になる
場合があります。この場合はオプションのデータマッピング機能を導入する事となります。

３．照合は随時行うか、締単位に行うか
４と密接に関連しますが、4.10や4.11のように売掛残高との整合性を取る場合や管理帳票などを取引先の締日時点の金額で出力したい
というご要望がある場合、締処理をシステム内に組み込む必要があります。
これは「ある月の照合業務が終了した」事の宣言であるとともに、「ある月の債権（未照合明細）が確定した」という宣言でもあります。
システムでは締日以降に計上された金額を通常の未照合とは分離して管理する事が可能となります。

４．照合時に売掛残高との整合性を確保するか
売掛残高との整合性を確保する要件がある場合、お客様固有の要件が発生します。
例えば、「売掛残高と未照合の積算金額が一致しなければ管理帳票を発行できない」
「売掛残高と積算金額の差異金額を明示する帳票が欲しい」などです。
また、売掛残高との整合性を確保する場合、以下のような問題が発生します。
・システム導入時に存在する売掛残高に相当する未照合明細を確定する必要がある。（データ移行の問題）
・売掛残高と一致させる以上、請求･支払とは意味あいの違う会計伝票（主に支払額を減らす伝票）を管理する必要がある。
これらの機能は全て個別案件として対応する事となります。

５．会計情報を照合データとして扱うか
４の会計情報を扱うお客様では、さらに自社の会計情報との会計伝票同士の照合を求められる場合があります。

６．消化取引などの特殊な取引形態のデータを照合データとして扱うか
主にアパレル業界で百貨店と取引されている場合が多いのですが「販売時に仕入が計上される」消化取引の場合、
売上情報と入金情報間に整合性が取れない場合が多く見受けられます。（メーカーと百貨店の売上計上タイミングや支払タイミングの差による）
このため、売掛照合システムでは消化取引は照合対象外としております。

７．専用帳票が必要か
4.8～12 にあるようなお客様専用のレイアウトが必要な場合は個別対応とさせて頂いております。

８．照合に関する特殊なロジックを必要とするか
例えばハンカチや靴下などの小額商品を扱われるお客様では「自動照合時に500円以下の違算は照合として良い」といった
独自仕様をシステムに付加する事があります。このような特殊なロジックは個別対応とさせて頂いております。

９．取引先別の個別要件に対応する必要があるか
お客様の取引先によっては独特の仕様でのデータ提供をされている場合があります。
代表的なものは、請求に対する支払との照合を取引先が実施してその結果データのみを提供する違算支払明細型の支払通知です。
このようなものも売掛照合システムで管理する場合は個別対応する必要が生じます。


